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特別寄稿 / 世界超高速交通網としてのベーリング海峡トンネルと韓日トンネルプロジェクト 

 

韓日・ベーリング海峡トンネルプロジェクトは 

平和の新時代を開くグローバルインフラだ 
 

イ・ヨンフム（李龍欽）/ 世界平和トンネル財団 副理事長（一信設計総合建築事務所会長） 

 

本文は、イタリアのベネチア国立建築大学である IUAV 主催で 2013 年 1 月 15 日、ミラノトリアンタ

レ デザイン ミュージアムで開かれた「世界の建築－インフラ、移動性、新たな風景」会議で主題発表

した内容を要約したものである。〈編集者注〉 
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 最近、韓国と日本の学者で構成される韓日新時代研究会で「韓日新時代のための 21の提

言」を作成したが、そこに日韓トンネルが含まれている。韓日新時代研究会は同時に「韓

日両国政府はトンネル事業のための共同研究団体を組織し、経済的・技術的妥当性はもち

ろんのこと、東アジアの安全保障や地域統合に及ぼす効果などを体系的に研究しなければ

ならない」と提議している。 

 日本の日韓トンネル研究会は、様々な調査作業を通じて幾つかの韓日トンネル予想ルー

トを提案した。A ルートは日本の唐津から対馬の下島を貫通し、韓国の巨済島を結ぶルー

トである。総延長は 209kmと最も短い反面、海底区間は 145kmで最も長い。Bルートは

唐津から対馬の上島南端を経て韓国の巨済島へ向かうルートで、総延長は 217km、シール

ド工法を主に採用する路線であることが特徴だ。C ルートは唐津から対馬を縦断して韓国

の釜山に行くルートで、既存の鉄道網との連携は有利であるが、総延長が 231kmと最も長

く、大断層地域を通過しなければならないという問題がある。 

 本人が勤めている世界平和トンネル財団が市場経済研究院に依頼して作成した韓日トン

ネルの路線によれば、日本の唐津から対馬の下島を縦断し、釜山の江西に行くルートがあ

るが、総延長は 278.4km に達する。工事費用は自然条件とトンネル構造、工法等により

70兆から 96兆円と推定される。専門家によれば日韓トンネルの工事期間は 10年程度にな

る予定だ。韓日トンネルが建設されれば韓日両国の人的・物的交流が活発になり、韓・中・

日３カ国をナショナリズムを越えて北朝鮮の改革・開放を促進し韓半島と東北アジア国家

間の平和の雰囲気づくりにも大きく寄与するのだ。 

 

 

 



海底トンネルと米国とロシアの鉄道網敷設が含まれたベーリング海峡プロジェクトの基本構想図 

  

 

 

ご存知のとおり、2 万年前、ベーリング海峡には氷河群が形成され、大量の海水を封じ込

める役割を果たした。そこは人や動物がアジアから北米大陸に移動できる主要な経路だっ

た。 

本財団が進めるベーリングフォーラムプロジェクトは、まさにこのベーリング海峡に海

底トンネルを建設し、ユーラシア大陸と北米大陸を結ぶという計画だ。これは北半球と南

半球を単一生活圏へと結び、アメリカとロシア間の交流を増やし冷戦を完全に収束させる

など文明史的な転換をもたらすものである。 

世界平和トンネル財団が市場経済研究院に依頼し提案した韓日トンネル路線図の４つの類型 


